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１． はじめに 

吉長他は，平成 21 年度から岡山県立大学保健福祉学部

の 1年次前期に開講されている情報基礎演習（科目名「コ

ンピュータ演習」）の受講生を対象に，受講前後にどの

程度のコンピュータ操作能力を有しているかを継続的に

調査してきた [1] [2] [3]．そのアンケートは，3 つの応用

ソフト（Word・Excel・Power Point）の具体的な操作が，

受講前と受講後に操作ができるかという質問に対して，

「できる」「できない」の 2件法での反応結果を元に測定

している．  

しかしながら，演習型の講義では，学生が重視する評

価の視点が異なると考えられることから演習後の学生の

自由記述文をテキストマイニングの手法で分析すること

で，従来のアンケート調査では得られにくい 3つの応用ソ

フトについての学生個々の主観を得られるのではないか

と考えた． 

本研究では，形態素解析エンジン「茶筅」 [4]を使用し，

日本語文章を品詞分解し，単語の頻度集計といった簡単

なテキストマイニングが行える，KH Coder [5]を使用した．

そこで本研究では，3 つの応用ソフトに対して学生が感じ

ているアプリケーションソフトのスキル学習に関して重

視する操作方法や評価についての構造モデルを明らかに

することを目的とした． 

 

2 ．分析手法 

2.1 ソフト使用についての自己評価 

ここでは，平成 25 年度前期「コンピュータ演習」にお

ける受講者 39 名の吉長他[1]のアンケート項目の結果につ

いて述べる．アンケートの内容・結果は，高校の授業内

容の記憶状況と，受講前と受講後に 3 つの応用ソフト

（Word・Excel・Power Point）の具体的な操作について各

操作が使えるか使えないかという質問に対して，「でき

る」「できない」の 2件法での反応結果を元に測定してい

る．また 受講前（第 1回目）と受講後（第 15回目）に行

った 2 件法による 3 つの応用ソフトについて「できる」

「できない」の各学生の自己評価してもらった． 4月の講

義開始日には高校の授業内容について「覚えている」

「少し覚えている」「ほとんど覚えていない」「まった

く覚えていない」の 4 択に対し,全体の約 50%が覚えてい

なく,各ソフトの操作方法について「できる」の回答は

40%未満であった.しかしながら,講義最終日に，講義開始

日と同じアンケートを行った結果，すべてのソフトに対

し 80％が「できる」と回答した． 

しかしながら，この 3つのソフトの利用方法は，「レポ

ートなどの時に使えるようになりたい」「将来なりたい

職業で使うので使いこなせるようになりたい」と学生の

受講目的や使用目的などの評価の視点は異なると考えら

れる．そこで各ソフトの演習後の課題における学生の自

由記述文をテキストマイニングの手法で分析した．テキ

ストマイニングの手法を用いた研究は，近年急速に増加

している [5][6]．大学生活や授業に関して学生の自由記述

分を分析した例として木村他（2008） [7]が見られる． 

 

2.2 テキストデータの分析手法 

大学に入学して情報機器を取り扱う実習にて使用する

Office(Word・Excel・Power Point)の応用ソフトに関する観

点を分析するために，本研究では受講者全員の感想から

基づく関連語句を KH Coder を利用し，自然言語処理を行

った．分析の手順としては，品詞の頻出度を一覧にする．

共起ネットワーク分析により，結びつきの強い単語をグ

ループ化し，各単語の関係を視覚的に構造化する． 

 

2.3 調査時期・方法 

コンピュータ演習において，3 つの応用ソフトそれぞれ

のソフトの演習終了後に，感想を記入してもらった． 

本研究では，平成 25年度前期に受講した 39名の各ソフ

トの課題レポート内の「それぞれのソフト使用について

の感想・反省点」という自由記述文を分析に用いた．回

収した自由記述文を学生ごとに分け，文章の入力ミス，

語彙など表現の揺れ（漢字・仮名・カタカナ・大文字と

小文字・全角と半角・誤字）について，直接入力にて修

正した．次に各ソフトに文章を 1つのファイルに統合して，

KH Coderに登録し，処理を行った． 

 

3．分析結果 

3.1 頻出回数 

KH Coder を利用して解析された Word・Excel・Power 

Point 各講義後の感想における名詞・サ変名詞・形容詞の

頻出回数の上位 10 語を抽出し，それぞれ以下のように語

句を分類した． 

(a) 講義の構成員に関する語 

(b) 講義で使用するソフトの操作の相互作用に関する語 

(c) 講義に関する語 

(d) ソフトの機能に関する語 

(e) 知覚に関する語 

3 つのソフトに共通する語句には(a)「自分」，（b）

「使い方」「使う」「Excel」（d）「機能」，（e）「思

う」「見る」「学ぶ」「知る」「感じる」が挙げられた．  
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3.2 対応分析 

次に全ての自由記述をひとつのテキストファイルにま

とめて，対応分析を行った．KH Coder で抽出されたキー

ワードのうち，5 回以上出現したものを対応分析の対象キ

ーワードとした． 

対象キーワードとカテゴリーの布置図を図 1に示す．こ

の結果を見ると，各ソフトはイメージ特徴に散らばって

布置されており，各ソフトの特徴が伺える．例えば Word

に関していうと，レポートや論文など普段の大学生活で

必要となるものだという認識があるということが分かる．

また，Word では「大学生」や「区切り」といった語句が

特徴的である．Excel では「関数」や「計算」という語句

が特徴的である．最後に Power Point では「アニメーショ

ン」や「スライド」や「発表」という語句が特徴的であ

る． 

図 1 対応分析 

3.3 共起ネットワーク 

最後に Word・Excel・Power Pointそれぞれのソフトにつ

いての学習後記述における頻出語を抽出したのち，関係

する語句の関係を明らかにするために，共起ネットワー

ク分析を行った．最小出現数による語の取り捨て選択を 5

とした．最小出現数を 5にした理由としては，各品詞ごと

に見たときに上位 10 語に入っている最小の回数だったか

らある． 

3 つのソフトに関する共起ネットワークを図 2 に示す．

共起ネットワークの中心は「Word」「作業」「知る」と

いう単語であり，「頑張る」「使える」「知る」「機

能」など多くの単語とのネットワークを有している． 

 

4．まとめ 

本研究では，平成 25 年度の情報科目の開講時に情報の

演習項目に関するアンケート調査を行った．アンケート

調査では，「Word」「Excel」「Power Point」の 3 つの応

用ソフトについて，機能をどれだけ習得できたかが明ら

かになった．しかしながら，演習型の講義では，学生が

重視する評価の視点が異なると考えられるため，演習後

の学生の自由記述文を①頻度の集計②キーワードの対応

分析③共起ネットワークといった 3つのテキストマインド

の手法で分析しこの方法で，従来のアンケート調査では

得られにくい，3 つの応用ソフトについてのスキル学習の

感想や反省点の自由記述文の構造モデルを表現すること

を目的とした．  

しかしながら，今回は単年かつ受講後の自由記述文に

よる分析を行ったため，その年の学生が感じた感想や反

省点での構造モデルにすぎない．ゆえに，個々の学生の

受講前の各ソフトに対するイメージや習得目標を考慮し

たり，連用修飾語など言語解析をより綿密なものにした

り，複数年で見た時の学生の特徴をとらえることにより，

授業時間内における改善点や重点的に学習させる教材開

発などに力をいれることができるのではないかと考える．

また視覚的にみることが出来るので，大学生だけではな

く高校の情報科目でも汎用できるのではないかと考える． 
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